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いいのだ。音楽においては，「どの演奏が本物か？」の議論は不毛である。   
音楽は文学とも異なる。言葉という株介手段を経ることなく直接，魂に訴え  
かける音楽は，常に事物の背後に本質を求めてやまないイデアリストたるプ  






もし言語の発明，言葉の形成，観念の分析がなければ，音楽が魂間の交流   































1，expressionparexcellencedel，essencecommunedes a鮎ctsと定義し，音   






























界においても音楽界においても高い地位を占めることとなった。   
ワーグナーは1843年にパリで初演された『さまよえるオランダ人』で音楽と   






















合をめざしているなど，後のボードレールを予告するような指摘をしている。   
ドレスデン時代に革命に参加したことから政治犯となり指名手配されていた  
ワーグナーだが，1859年9月，亡命先のスイスのチューリッヒからパリにやっ  








した。世間はベルリオーズとワーグナーは同属であると思っていたが，そのベ   










も感情を表現した，「暗示」の音楽であることを見抜いていたのである。   
さて，『タンホイザー』がオペラ座で上演されたのは，1861年3月13日，18  
日，24日の計3回であるが，指揮者の問題，台本の仏訳の問題，バレエの挿入  




















ト・ワーグナー，あるフランス詩人の夢想」《RichardWagner；R8verie d’un   
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po凱e鮎耶ais≫抑によって詩人の音楽家に対する嫉妬を告白すると同時に，こ  









3．プルーストから見たワーグナーの音楽の特徴   



















あらかじめ風邪の予防薬（リノ・ゴメノル）を塗布する。「私〔ヴュルデュラ   































『マイスタージンガー』，『パルジフアル』に相当する，それほどの遠いだとい   
























しまったギュルシー氏M．de Gurcy〔後にゲルシー氏M．de Guercy，そして  
シヤルリエス氏となる〕の無意識のうちに見せる姿に一人の女性を見るところ  
で明らかとなる27）。ファロワ版の『サント＝ブーヴ反論』にもケルシー伯爵Ie  





の姿が，本人が無意識のうちに見え隠れするのである。また話者はパルペック   































導くのが『パルジフアル』のグルネマンツ，そして『失われた時』においては   






























とだ。〔‥・〕このソナタが私にもたらしてくれるいっさいのものを，私は   
49   プルーストとワーグナー  
連続する時間のなかでしか愛することができなかったので，けっしてソナ   
タ全体を自分のものにすることがなかった。すなわちこのソナタは人生に  
似ていたのである。3B）   
記憶がなければ，すなわち積み重ねられた時間の宝庫がなければ，芸術作品は  
生み出しえないことはプルーストの次の有名な文章が明らかにしている。  
身振り，最も単純な行為は無数の閉じた壷のなかに閉じ込められたままに   























る。それらをつなげ，構造化するのは後になってからである。したがって，あ   

































芸術家は未知の祖国の市民，自分自身忘れてしまった祖国の市民」50）なのだか   
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ら。  
4）宗教的テーマ：聴罪と救済   
ショーベンハウアーは自分の著作を，理解可能な一掘りの読者のための救済  
と購罪の手段と考えていた。それと同様にプルーストとワーグナーの作品にお  



























ルジフアル』が上演されると，これが「純然たるキリスト教的作品」であるこ   































して，『トリスタン』『ラインの黄金』（『ニーベルングの指環』序夜）『（ニュル   
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ンベルクの）マイスタージンガー』を知らずにいる愛好家たちと変わりがない，  
と言っているGO）。これと同じような記述は「ボードレールについて」にも見ら  






シルク リスタンとイゾルデ』は1900年頃，シャンゼリゼの円形劇場で行われた。プルー  
ストは，1902年6月7日，ベルトラン・ド・フェヌロンやビベスコと共にシャ  











のだ。死をもって禁断の愛が成就するという非常に観念的な世界だ。   
アルベルチーヌが外出した後，話者がヴアントウイユのソナタをピアノで弾  
きながら無意識のうちに「『トリスタン』！」と叫ぷ（この叫びはワーグナー  




り，ヴアントウイユのソナタのみならず七重奏曲にも見られる傾向なのだ64）。   
『トリスタン』の梗概を示そう。コーンウォールのトリスタンは伯父マルケ   































リスタン』の第3幕，羊飼いの笛である。   
川中子弘氏は，この羊飼いの笛の音を「最愛の人ともうすぐ会える痛ましい  
喜び」の象徴ととらえ6”，トリスタンが自分を介抱してくれたイゾルデに，プ   

































うが，執拗に繰り返される単調な音が印象的なワーグナーの音楽そのものが，   































るが彼はそれを頭上でつかみ十字に振ることで，クリングゾルの城は地下に沈   

































るがガ3），決定稿では話者に啓示をもたらす音楽がサロンの外の図書室という，   
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外部に開かれた場所で聞かれることになる。したがってミサのような閉じた空  































あたるスプーンの音」紗，「フォークとハンマーの音」9UJ，「皿にふれるスプー   

































暁の時になされた真紅の約束が，ほとんど田舎風の村の重々しい幸福感のうち   





























点に関しては稿を改めて考察したい。   
最後にもう山つ，ワーグナーの音楽とヴアントウイユの音楽との興味深い一   
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